
【資料１】令和6年度における部活動の地域移行・地域連携に向けた実証事業の実施状況
2025.3.18 札幌市教育委員会

第 3 回 部 活 動 地 域 移 行 及 び 地 域 ス ポ ー ツ ・ 文 化 芸 術 活 動 の 機 会 確 保 に 向 け た 検 討 委 員 会



２ 新たな環境整備に向けた取組

⑴ Let's やるスポ!中学生（スポーツ庁委託事業）

⑵ eスポーツ部活動（文化庁委託事業）

⑶ プログラミング講座（文化庁委託事業）

⑷ ダンス部（市独自事業）

⑸ 演劇ワークショップ（市独自事業）

令和6年度における部活動の地域移行・地域連携に向けた実証事業の実施状況

１ 地域移行に向けた地域の関係団体と連携した取組

⑴ 南区陸上クラブ（A-bank北海道と連携）

⑵ ハンドボール部（サフィルバ北海道と連携）

⑶ 少年団と連携した取組

３ 取組を踏まえた今後の課題

2



１ 地域移行に向けた地域の関係団体と連携した取組

令和6年度における部活動の地域移行・地域連携に向けた実証事業の実施状況

【前回の検討委員会でのご意見（抜粋）】

○札幌市の規模では地域移行を進めるのはなかなか難しいので、他都市の事例のようにはいかないだろう。

○例えばどこかの１区や１地域を対象として、合同部活動などの取組をモデルケースとして実際にやってみてから、札幌市全体に広げていくと
いうやり方もあるのではないか。

○札幌市をいくつかのブロックに区切って、その中で民間の力も借りながら、指導体制については、学校の先生で指導したいという方や、地域
の方で協力したい、応援したいという方を活用するようなシステムがいいのではないか。

○教員の兼職・兼業の規定を整備し、教員が指導者として従事しているときは指導者としての適正な報酬を支払う仕組みが必要。

○地域の指導者も活用し、それでも指導者が少ないところでは、拠点校方式や合同方式を組み合わせて、様々な手法を活用して初めて活動が
維持できる。

○実証事業としては、生徒数が少ない学校を対象に、この学校の生徒が拠点校方式で部活動をやるにはどういう対応が必要なのか、教員へ
のインセンティブはどの程度必要なのかのモデルを作っていくことが重要。

実施までの経緯

これらのご意見を踏まえ、地域を限定した実証事業の実施に向けて地域の関係団体と調整

地域の関係団体と連携しながら以下の取組を実施

⑴ 南区において地域スポーツ関係団体と連携した取組【民間活用、合同方式、教員の兼職・兼業】

⑵ 南区において地域のスポーツクラブと連携した取組【民間活用、小規模部活動、教員の兼職・兼業】

⑶ 中央区において少年団と連携した取組【地域の関係団体の活用】
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１ 地域移行に向けた地域の関係団体と連携した取組

令和6年度における部活動の地域移行・地域連携に向けた実証事業の実施状況

陸上実施した種目

一般社団法人A-bank北海道運営団体名

令和７年２月１日(土)
令和７年３月1日(土)

実施日

【短距離・フィールド】 藻岩中学校
【中・長距離】 真駒内アイスアリーナ・

藻岩中学校
活動場所

【短距離】 北風 沙織
【跳躍(高跳び)】久我 洸士郎
【投てき】 佐藤 あずさ
【中・長距離】堤真由
指導協力教員延べ6名

指導者

参加者数

⑴ 南区陸上クラブ（A-bank北海道と連携）

●南区の市立中学校１０校のうち、５校に設置されている陸上部を対象に、短距離、フィールド、中長距離に分けて、５
校の生徒が合同で活動する休日の陸上クラブとして実施。

●学校の授業や部活動へのアスリート派遣等を実施しているA-bank北海道が運営を担い、地域のアスリートを指導
者として活用。

●参加を希望する教員はA-bankに所属する形で、指導協力者として参加し、兼職・兼業の手続きにより報酬も支給。

実施概要 実施体制

種目別学校別参加
者数実施日

短距離 21人

走高跳 3人

投てき ３人

中・長距離 6人

真駒内中 ７人

真駒内曙中 6人

澄川中 ８人

藻岩中 １２人

33人2月1日

短距離 17人

走高跳 3人

投てき ５人

中・長距離 ９人

真駒内中 ７人

真駒内曙中 １０人

澄川中 ８人

藻岩中 ９人

34人3月1日
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令和6年度における部活動の地域移行・地域連携に向けた実証事業の実施状況

１ 地域移行に向けた地域の関係団体と連携した取組

⑴ 南区陸上クラブ（A-bank北海道と連携）

周知用チラシ 当日の様子

短距離（藻岩中・廊下） 投てき（藻岩中・体育館）

走高跳（藻岩中体育館） 中・長距離（真駒内アイスアリーナ）
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令和6年度における部活動の地域移行・地域連携に向けた実証事業の実施状況

１ 地域移行に向けた地域の関係団体と連携した取組

収支構造の検証

収入

0

50000

100000

150000

200000

250000

支出 収入 収入 収入

実際の収支構造 【検証】受益者負担有の場合（参加者33名として試算）

指導者報酬
5４%

指導協力
教員報酬

９%
保険料 ２%

運営管理費
2６%

消費税 ９%

市費
１００%

市費
８５％

1回当たり
1,000円

受益者負担
15%

1回当たり
3,000円

受益者負担
44%

市費
56％

1回当たり
6,000円

受益者負担
88%

市費
12％

⑴ 南区陸上クラブ（A-bank北海道と連携）

受益者負担無
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令和6年度における部活動の地域移行・地域連携に向けた実証事業の実施状況

●市立中学校に５校あるハンドボール部のうち、藤野中学校のハンドボール部をモデル校として、休日の活動を地域
のハンドボールクラブチーム「サフィルバ北海道」が運営・指導を担う休日のクラブ活動として実施。

●サフィルバ北海道に所属する指導者やトレーナーが指導に従事。初日にはサフィルバのクラブチームに所属する生
徒も参加。

●参加を希望する顧問教員はサフィルバ北海道に所属する形で、指導協力者として参加し、兼職・兼業の手続きによ
り報酬も支給。

１ 地域移行に向けた地域の関係団体と連携した取組

実施概要

ハンドボール実施した種目

サフィルバ北海道（NPO法人Mirrisoス
ポーツ）

運営団体名

令和７年１月19日(日) 9：00～12:00
令和７年１月26日(日) 9：00～12:00

実施日

藤野中学校体育館活動場所

サフィルバ北海道所属コーチ1名、トレー
ナー1名、指導協力教員2名

指導者

1月19日(日)
藤野中男子16名 サフィルヴァ男子8名
藤野中女子6名 サフィルヴァ女子4名

合計34名
1月26日(日)

藤野中男子12名 女子6名 合計18名

参加者数

⑵ ハンドボール部（サフィルバ北海道との連携）

当日の様子
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令和6年度における部活動の地域移行・地域連携に向けた実証事業の実施状況

１ 地域移行に向けた地域の関係団体と連携した取組

収支構造の検証

収入

0

10000

20000

30000

40000

50000

60000

70000

80000

90000

支出 収入 収入 収入

実際の収支構造 【検証】受益者負担有の場合（参加者22名として試算）

指導者報酬
30%

指導協力
教員報酬

30%

交通費 ７%

運営管理費
2３%

消費税
１０%

市費
１００%

市費
８7％

1回当たり
500円

受益者負担
13%

1回当たり
1,000円

受益者負担
26%

市費
74％

1回当たり
3,50０円

受益者負担
91%

市費
9％

⑵ ハンドボール部（サフィルバ北海道との連携）

受益者負担無
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●地域の少年団の指導者を部活動特別外部指導者に委嘱。

●指導者に部活動指導者としての身分を付与することで、少

年団の活動と部活動を可能とする。

●少年団活動に、中学校生徒も合同で参加することで、少年

団が部活動の受け皿となる可能性について検証する取組。

１ 地域移行に向けた地域の関係団体と連携した取組

⑶ 少年団と連携した取組

令和6年度における部活動の地域移行・地域連携に向けた実証事業の実施状況

札幌市立宮の森中学校実施校

男子バスケットボール部、野球部対象部活動

三角山ノーティキッズ（男子バスケ）
円山リトルジャイアンツ（野球）

連携先団体

令和７年3月15日（土）12時～15時
（男子バスケ）
令和7年2月22日（土）9時～12時
（野球） 他複数回実施

実施日時

三角山小学校、大倉山小学校等活動場所

40人（男子バスケ）、20人（野球）参加者数

①実施概要

②部活動の現状と課題

●札幌市立学校では「教員の働き方改革」が喫緊の課題であるなか、①子育
て世代の教員、②学校で主任等を担当する中堅教員、③競技経験のない
種目担当の教員の精神的・肉体的負担が、学校運営に大きく影響。

●結果として（ガイドラインをさらに下回る）練習回数に抑えたり、停部や廃
部を検討を始めたりする部が増加。

③取組の効果

●取組を始めたことにより、部活動指導についての精神的負担が大幅に
軽減。特に土日の部活動指導回数が減ったことで、余裕が生まれる。

●学習指導の準備、子どもたちの支援、また子育て等に充てる時間が増加。

④参加者の声

①参加生徒・・・小中学生とも「練習の回数が増えて嬉しい、楽しい」
②顧問教員・・・「平日は教育活動に、土日は家庭に充てる時間を増やせた」
③少年団指導者・・・「小学生が、中学生と交流することでより主体的になった」

⑤ 期待される効果と今後の課題

●短い期間でも、教員の負担軽減に有
意な質的変化。取組を継続すること
で、札幌市部活動「地域展開」の有効
な打開策に。

● 「子どもたちの活動の保障」をテー
マとすることが、連携を進める上で
肝要。
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子ども達の多様なニーズを踏まえ、地域の関係団
体や民間企業と連携しながら以下の取組を実施

⑴ Let's やるスポ!中学生（スポーツ庁委託事業）

⑵ eスポーツ部活動（文化庁委託事業）

⑶ プログラミング講座（文化庁委託事業）

⑷ ダンス部（市独自事業）

⑸ 演劇ワークショップ（市独自事業）

２ 新たな環境整備に向けた取組

令和6年度における部活動の地域移行・地域連携に向けた実証事業の実施状況

○小学3～６年生を対象としたアンケート（R5.7実施）において「中学生

になったらやってみたいと思うスポーツ・文化活動について」の回答

結果(右図参照)によると、従来の学校部活動にはない競技・種目に

対しても高いニーズがある状況。

○地域クラブ活動においては、学校部活動が担ってきた教育的意義を

継承・発展させつつ、新たな価値（生徒のニーズに応じた多種多様な

体験（１つの競技種目等に専念しないマルチスポーツや、スポーツと

文化芸術の融合、レクリエーション的な活動等））を創出し、より豊か

で幅広い活動を可能とすることが重要とされている。

実施までの経緯
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２ 新たな環境整備に向けた取組

⑴ レッツやるスポ中学生（スポーツ庁委託事業）

令和6年度における部活動の地域移行・地域連携に向けた実証事業の実施状況

バドミントン、HIP-HOP、アーチェリー、テニ
ス、スケートボード／BMX、スポーツクライミ
ング、キンボールスポーツ、ブレイキン、ラクロ
ス、ボクシング、ハンドボール、カーリング

実施した種目

一般財団法人札幌市スポーツ協会運営団体名

令和6年９月８日～令和7年２月2２日 の期
間中に２４回（各種目２回実施）

実施期間と回数

中島体育センター、各区体育館、北ガスアリー
ナ、大和ハウスプレミストドーム、どうぎんカー
リングスタジアム等

主な活動場所

１回あたり５００円参加費用

●札幌市における多様なスポーツ体験機会の確保に向けた実証事業として、スポーツ庁の委託事業により実施。
●令和５年７月に小学生を対象に実施したアンケート結果等を踏まえ、これまで学校の部活動では体験することができ

なかった、スケートボード、BMX、ブレイキン、スポーツクライミングなど、多様な種目を週替わりで実施する多種目
体験型地域スポーツクラブ活動のモデル事業として実施。

実施概要 周知用チラシ
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２ 新たな環境整備に向けた取組

⑴ レッツやるスポ中学生（スポーツ庁委託事業）

令和6年度における部活動の地域移行・地域連携に向けた実証事業の実施状況

参加状況 当日の様子

HIP-HOP スポーツクライミング

テニス ブレイキン

確認中

会場参加者種目実施時間日程

中島体育センター24バドミントン14:00～16:009/8（日）

中島体育センター8バドミントン14:00～16:009/16（月祝）

北区体育館4HIP-HOP9:30～11:309/23（月祝）

中島体育センター7HIP-HOP14:00～16:009/28（土）

北ガスアリーナ札幌4626アーチェリー9:30～11:3010/5（土）

平岸庭球場10テニス10:00～12:0010/12（土）

大和ハウス プレミストドーム荒天の
ため
中止

スケートボード/BMX10:00～12:0010/19（土）

大和ハウス プレミストドームスケートボード/BMX10:00～12:0010/20（日）

平岸庭球場8テニス10:00～12:0010/27（日）

レインボークリフ26スポーツクライミング9:00～11:0011/2（土）

中島体育センター2キンボールスポーツ14:00～16:0011/9（土）

レインボークリフ12スポーツクライミング9:00～11:0011/16（土）

中島体育センター4キンボールスポーツ14:00～16:0011/23（土祝）

東区体育館7ブレイキン9:30～11:3011/30（土）

中島体育センター6ブレイキン9:30～11:3012/8（日）

東区体育館3ラクロス14:00～16:0012/14（土）

北ガスアリーナ札幌4610ボクシング9:30～11:3012/21（土）

東区体育館8ハンドボール14:00～16:001/11（土）

中島体育センター8ハンドボール14:00～16:001/18（土）

北ガスアリーナ札幌4621アーチェリー9:30～11:302/8（土）

北ガスアリーナ札幌467ボクシング9:30～11:302/11（火祝）

カーリングスタジアム4カーリング10:00～12:002/15（土）

カーリングスタジアム11カーリング10:00～12:002/16（日）

東区体育館2ラクロス14:00～16:002/22（土）

218合計 12



収入収入

受益者負担
２６%

国委託費
７４%

収入

令和6年度における部活動の地域移行・地域連携に向けた実証事業の実施状況

２ 新たな環境整備に向けた取組

収支構造の検証

収入

0

1000000

2000000

3000000

4000000

5000000

6000000

支出

実際の収支構造（予算ベース） 【検証】受益者負担を増額したの場合（各回20名参加想定）

人件費
２１％

借損料 10%

雑役務費 3%

一般管理費
１７%

国委託費
９５%

1回当たり
1,000円

受益者負担
９%

1回当たり
3,000円

1回当たり
10,000円

⑴ レッツやるスポ中学生（スポーツ庁委託事業）

諸謝金
３６％

消耗品費 6%

印刷製本費 ４％

受益者負担 5%

保険料 ４%

国委託費
９１%

国委託費

１５%

受益者負担
８５%

1回当たり
500円
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令和6年度における部活動の地域移行・地域連携に向けた実証事業の実施状況

eスポーツ実施した種目

株式会社NTTe-Sports運営団体名

令和6年11月16日～令和7年1月25日 全8回期間と日数

eスポーツ専攻 専任講師
プロeスポーツ選手・コーチ

指導者の主な属性

札幌デザイン＆テクノロジー専門学校活動場所

1,000円（全8回分）
１人あたりの参加会費
等（年額）

２５名参加者数

２ 新たな環境整備に向けた取組

⑵ eスポーツ部活動（文化庁委託事業）

●札幌市における多様な文化・芸術機会の確保に向けた実証事業として、文化庁の委託事業により実施。
●令和５年７月に小学生を対象に実施したアンケート結果でニーズの高かったeスポーツを取り上げ、学校の枠を超え

て市内の中学生が合同で参加できる地域クラブ活動のモデル事業として実施。
●全国的にeスポーツを通じた地域活性化等に取り組む（株）NTTe-Sportsに運営を委託し、プロのeスポーツ選手

等を指導者として活用。

実施概要 周知用チラシ
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収入収入収入収入

受益者負担
１２%

国委託費
８８%

令和6年度における部活動の地域移行・地域連携に向けた実証事業の実施状況

２ 新たな環境整備に向けた取組

収支構造の検証

0

500000

1000000

1500000

2000000

支出

実際の収支構造（予算ベース） 【検証】受益者負担を増額したの場合（２５名参加想定・全８回実施）

人件費
１６％

運営支援
（会場費・指
導補助等）

３５%

国委託費
９９%

1人当たり
３,000円

受益者負担
４%

1人当たり
１０,000円

1人当たり
３０,000円

⑵ eスポーツ部活動（文化庁委託事業）

諸謝金
１７％

受益者負担 １%

国委託費
９６%

国委託費

６５%

受益者負担
３５%

運営費
３０％

保険料 1%

一般管理費 ２%

1人当たり
1,000円
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ゲーミングPCを持っている家庭は少ないので、このような活動があると嬉しい
eスポーツを体験して学べる良い機会だから
学校以外で同じ目的で集える場所だから
ゲームの魅力を伝えたいから
とても楽しくesportsを学ぶことができたから
みんなで話しながら楽しくできるから
ゲームに対する姿勢等の指導が徹底されており良いと感じた
色々な人と関わることができて新鮮で楽しい
色々学べたし、楽しくeスポーツを学べるから
プロの方に質問できて良かった
とても楽しくできたし、友達もできたから
eスポーツを体験することができて楽しかったから、eスポーツをやる人が増えてほ
しい
プロの人にも会えたし、もしかしたらそこで自分のやりたい仕事が見つかるかもし
れないから
色々なe-sportのゲームをプレイでき、楽しかったから

令和6年度における部活動の地域移行・地域連携に向けた実証事業の実施状況

２ 新たな環境整備に向けた取組

⑵ eスポーツ部活動（文化庁委託事業）

当日の様子 アンケート結果

参加者生徒の声

保護者の声

いつもやる気のない子が楽しそうに通ってたから
PCゲームは敷居が高いが、気軽に体験することによって若者の可能性を広げ、今
までに気づかなかった才能なども発見でき、また、自分と同じ趣味を持った同年代
の友人もできるから
ゲーム＝悪のような感覚から部活となることで親との会話が広がり、何をしている
のか理解し、応援できるようになるから
好きなことに打ち込めて学べる環境であり、友達もでき、毎回楽しかったと話して
いたから
帰り道に楽しそうに話をする姿を見て良かったと思ったため
こどもの新しい世界が開けて良かったと思うから 16



２ 新たな環境整備に向けた取組

⑶ プログラミング講座（文化庁委託事業）

●札幌市における多様な文化・芸術機会の確保に向けた実証事業として、文化庁の委託事業により実施。
●令和５年７月に小学生を対象に実施したアンケート結果でニーズの高かったプログラミングを取り上げ、学校の枠を

超えて市内の中学生が合同で参加できる地域クラブ活動のモデル事業として実施。
●自社のゲームタイトル「ぷよぷよ」を活用したプログラミング教材を開発し、全国的にプログラミング講座を展開して

いる（株）セガに運営を委託し、プロのeスポーツ選手を指導者として活用。

実施概要 周知用チラシ

令和6年度における部活動の地域移行・地域連携に向けた実証事業の実施状況

プログラミング実施した種目

株式会社セガ運営団体名

令和6年9月28日～令和7年2月2日 全8回期間と日数

プロeスポーツ選手指導者の主な属性

札幌市生涯学習センターちえりあ活動場所

3,000円（全8回分）
１人あたりの参加会費
等（年額）

73人参加者数
17



収入収入収入収入

受益者負担
25%

国委託費
75%

令和6年度における部活動の地域移行・地域連携に向けた実証事業の実施状況

２ 新たな環境整備に向けた取組

収支構造の検証

0

500000

1000000

1500000

2000000

2500000

3000000

支出

実際の収支構造（予算ベース） 【検証】受益者負担を増額したの場合（76名参加想定・全8回実施）

人件費
７％

会場費 6%

国委託費
９2%

1人当たり
5,000円

受益者負担
13%

1人当たり
１０,000円

1人当たり
３０,000円

⑶ プログラミング講座（文化庁委託事業）

諸謝金
２９％

受益者負担
8%

国委託費
87%

国委託費

24%

受益者負担
76%旅費

５０％

消耗品費 1%
通信運搬費 １％
雑役務費 ７％
消費税 １％

1人当たり
３,000円

18



２ 新たな環境整備に向けた取組

令和6年度における部活動の地域移行・地域連携に向けた実証事業の実施状況

⑶ プログラミング講座（文化庁委託事業）

当日の様子 アンケート結果

参加者生徒の声

自分で目標をもって、プログラミングをすることができて、すごくよい体

験になりました。これからも、このような、体験を開催してください。

ソースコードを書くことが楽しかった。これからもプログラミングをしてい

こうと思った。

自分たちがよくプレイしているゲームがどのように作られているのかを

知ることができました。

プログラミングはむずかしいと思ってたけど、案外難しくなくて、びっくり

しました。

だんだんとぷよぷよが出来ていくのがとても面白く、プログラムを少しで

も読めるようになったことが嬉しいです。

この講座で、for文や、if文を書くところまでできるようになりました。こ

れからは、失敗をおそれず自信をもって、プログラミングを作っていこう

と思います。

最初に受けたときは文字の羅列を見せられている感覚でしたが、最終の

方になるととても分かるようになってきたという感じになっているのに

驚きました。

自分が全く知らなかった世界に入って学ぶことができ、毎回の授業がと

ても楽しかったです。

19



２ 新たな環境整備に向けた取組

⑷ ダンス部（市独自事業）

令和6年度における部活動の地域移行・地域連携に向けた実証事業の実施状況

ダンス実施種目

セガサミールクス連携先団体

令和７年２月８日(土)
１３：００～１４：３０ １５：３０～１７：００ （2回実施）

実施日時

プロダンサー（Dリーグ選手）2名指導者の主な属性

札幌市生涯学習センターちえりあ活動場所

60人参加者数

無料参加費用

●札幌市における多様な文化・芸術機会の確保に向けた実証事業として実施。
●令和５年７月に小学生を対象に実施したアンケート結果でニーズの高かったダンスを取り上げ、学校の枠を超えて市

内の中学生が合同で参加できる地域クラブ活動のモデル事業として実施。
●プロダンスリーグ「Dリーグ」に参加しているプロダンスチーム「セガサミールクス」に所属するプロダンサーを指導者

として活用。

実施概要 周知用チラシ
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２ 新たな環境整備に向けた取組

令和6年度における部活動の地域移行・地域連携に向けた実証事業の実施状況

⑷ ダンス部（市独自事業）

当日の様子 アンケート結果

Q.「ダンス部」で楽しかったことは何ですか？

上手い人達のダンスが近くで見れたこと

体を動かせてよかった

振り付けを丁寧に教えてくださるところと、できた時にすごく褒めてくだ

さった事。Dリーグでの振りを教えてもらえたこと

インストラクターの人がすごい人だった

プロのダンサーから学べたこと

インストラクターのお二人のダンスを近くで観ることができた。

先生方のダンスがカッコ良かったです。

同年代の子達と踊れたこと

プロのお2人と一緒に踊れて嬉しすぎました！

プロのダンサーさんから教われたこと、話が聞けたこと。

踊るのが楽しかった

プロの方に教えてもらったのは初めてだったので新感覚で楽しかったで

す

初めてプロのリーグで活躍する人に触れ合え楽しかった。

今まであまりやった事ない雰囲気のダンスをできて良かったし、色々な

人のダンスを見て刺激を受けた！

憧れのダンサーさんに教えてもらえて、一緒に踊れたのが、とても嬉し

かったし楽しかったです！

普段やらないジャンルに挑戦できた
21



２ 新たな環境整備に向けた取組

⑸ 演劇ワークショップ（市独自事業）

令和6年度における部活動の地域移行・地域連携に向けた実証事業の実施状況

演劇（戯曲作成、ダンス、発声、演技、演出、俳優、舞台テ
クニカル）

実施種目

公益財団法人 北海道演劇財団連携先団体

令和６年９月～令和７年３月の期間
１回あたり３時間のワークショップを計13回実施

実施日時

財団が選出した市内の劇団員、ダンススクール講師
指導者の主な属
性

札幌市民交流プラザ、東１丁目劇場施設、シアターZOO活動場所

各回最大30名参加可能
延べ149名が参加（第１回～第１１回までを集計）

参加者数

無料参加費用

● 札幌市における文化系部活の地域移行に係る実証実験のひとつとして、札幌市文化部が事業を実施。
● 演劇及び演劇に関連する内容について、全13回のワークショップを設定し、連携先である「北海道演劇財団」が各

分野の指導者確保やワークショップの検討・実施を担う形となっている。

実施概要 周知用チラシ

22



収入収入収入

受益者負担
2０%

令和6年度における部活動の地域移行・地域連携に向けた実証事業の実施状況

２ 新たな環境整備に向けた取組

収支構造の検証

0

100000

200000

300000

400000

500000

600000

700000

支出

実際の収支構造（予算ベース） 【検証】受益者負担有の場合（１５０名参加想定）

人件費
38%

会場費
１７%

1人当たり
５00円

受益者負担
１０%

1人当たり
１,000円

1人当たり
５,000円

⑸ 演劇ワークショップ（市独自事業）

市費
９０%

国委託費

24%

受益者負担
76%

保険料
８％

受益者負担無

市費
１００%

市費
８０%

収入

受益者負担
１００％

報酬
３７％

一般管理費４％

23



３ 取組を踏まえた今後の課題

令和6年度における部活動の地域移行・地域連携に向けた実証事業の実施状況

運
営
団
体
の

体
制
整
備

○今年度の各取組は、主に市教委が企画し、関係団体と個別に調整を進めながら実施してきたところ。
○子どもたちのニーズに応じた多様なスポーツ・文化芸術機会の提供のためには、多様な運営団体が自立的かつ持続的に活動を行うこ

とができることが重要。
○札幌市が地域のスポーツ・文化芸術関係団体、民間事業者、大学等などと連携・協力しながら、持続的かつ安定的に活動を提供するこ

とが可能な運営体制を整えることが必要。
○団体の設立を促進していく上では、他都市の状況等を踏まえつつ、団体に対する支援の必要性について検討が必要。

財
源
の
確
保

○今年度の取組は、運営にかかる費用の大半を国の委託費や市の予算で負担している状況にある。
○一部取組においては参加費用を徴取しているが、収入に占める割合は小さく、受益者負担のみで運営全体を支えることは困難である。
○受益者負担と公的負担のバランスを検討し、安定的・継続的な活動を支えるための費用負担の在り方を見出す必要がある。
○企業版ふるさと納税やガバメントクラウドファンディングをはじめとした寄附等の活用、民間企業との連携等、受益者負担と公的負担

以外の新たな財源の確保についても検討が必要。

活
動
場
所
の
確
保

○今年度の取組では、学校施設のほか、区の体育館、北ガスアリーナ、ちえりあ、札幌市民交流プラザ等の市内の体育、社会教育、文化
施設を活用しながら実施したところ。

○今後、地域クラブ活動を増やしていくにあたっては活動場所の不足が見込まれるため、学校施設の有効活用が必要であり、学校施設
を効率的に貸し出すための運用方法の検討や、優先的に学校施設を貸し出す団体の基準の整備等が必要。

○さらに、地域クラブ活動の実施を検討する際には、従来の学校部活動の設置場所にとらわれず、地域の生徒や指導者の通いやすさ等
を考慮した活動場所の選定が必要。

地
域
移
行
す
る

場
合
の
留
意
点

○現在、活躍いただいている教員、競技団体等の意向を踏まえた体制の検討。

○地域移行するまでは、それまでの教員負担軽減に向けた部活指導員等の増員の取組強化。

○地域移行する場合のより実践に即した実証事業の実施、取組の周知。
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